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看護職 正当な評価のためをこをま

岸田政権は介護や保育、看護、障害福祉の分野で働く人の賃金を 3%程度引き上げる

方針を掲げています。看護職は新型コロナウイルスに対応する医療機関などの勤務者が

対象ですが、待遇の低さや過酷な現場の見直しにつながるのでしょうか。看護職場の環

境改善に取り組む団体「看護未来塾」のメンバー4人に今後の課題を聞きました。

看護職の賃上げ方針 政権が

掲げる信:_11げ
｀
政策は 2月に始ま

る。看護職では、新型コロナウ

イルスの治療などに対応する病

院で働く人の収入をまず 1%程
度 (月 4:千円)引き_上げる。10

月からは 3%(月 1万 2千円 )

に拡大する方針。 9月 までの財

源は2021年度補正予算に盛り込

んでおり、10月以降は診療報酬

の引き上げで対応する。

有識者 らで構成する政府の

「公的価格評価検討委員会」

は、昨年末に中間とりまとめを

公表した。政府は公的価格の抜

本的見直しを通じて賃上げを図

る考えを示しているが、その詳

しい方向性や、恒久的な賃上げ

の財源ははつきりしない。

0政府の「3%賃上げ」に関連したインタビューは、次回

は14日 付の予定です。障害福祉分野について、社会福祉法人

「鴻沼福社会」常務理事の斎藤なを子さんに聞きます。

３
％
賃
上
げ
方
針

「看
護
未
来
塾
」メ
ン
バ
ー
に
聞
く

―
―
政
権
が
掲
げ
た
賃
上
げ
を

ど
う
受
け
止
め
ま
し
た
か
。

井
上
智

子
さ
ん

（
国
立
看
護
大

学
校
長
）

「
看
護
や
介
護

な
ど

の

ケ

ア
ワ
ー
カ
ー
の
処
遇
に
光
が
当

た

っ
た
こ
と
に
は
感
謝

で
す
が

、

何

％
引
き
上
げ
る
か
ら
Ｏ
Ｋ

、
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
女
性
ゆ
え
に
歴
史
的

に
賃
金

水
準
が
低
く
留
め
置
か
れ

て
い
る

こ
と
や
、
最
近

の

コ
ロ
ナ
対
応

を

含
め

て
仕
事
が
正
当

に
評
価

さ
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
賃
金

に
影

響

す

る
診

療

報

酬

の
あ

り

方

な

ど

、
構
造
的

な
課
題
は
残

っ
た
ま

ま

で
す
」

蘭
醒
一
　

看
護
未
来
塾

看
護

に
関
わ
る
有
志
約

１
２

０
人

で
つ
く
る
団
体
。
２
０

１

６
年
設
立
。
看
護
職
員
が
働
く

環
境
や
ケ

ア
の
質

の
改
善

に
向

け

て
、
現
場
の
声
を
踏

ま
え
た

勉
強
会
や
提
言

・
声
明

、
要
望

活

動

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る
。

―
―
職
種
別
平
均
賃
金

（
２
０

２
０
年

、
月
額
）

で
看
護
師
は
３９

。
４
万
円
。
全
産
業

の
３５

。
２

万

円
を
上
回
り
ま
す
。

こ
の
デ

ー
タ

を
ど
う
み
る

べ
き

で
し

ょ
う

か
。

川
嶋

み
ど
り
さ
ん

（
日
本
赤
十

字
看
護
大
学
名
誉
教
授

）

「
看
護

師
は
仕
事

の
性
質
か
ら
夜
勤
は
当

然
と
さ
れ

て
い
る

一
方

、
夜
勤
を

し
な
い
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
こ

の
平
均
賃
金

に
は
夜
勤
手
当
が
月

３
万
円
近
く
入

っ
て
い
ま
す
。
こ

う

し
た
詳
し
い
補
正
を
せ
ず

に
、

全
産
業
平
均
と
比
較

す
る
の
は
適

切

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

―

年
齢

層
別

に
み
る
と
、
看

護
師

で
は
２０
代

は
高

い
も

の
の
、

３０
代
後
半

か
ら
５０
代
後
半

ま

で
は

全
産
業
を
下
回
り
、
あ
ま
り
伸

び

て
い
き
ま
せ
ん
。

川
嶋
さ
ん

「
若

い
看
護
師
を
多

く
雇
う
の
は
、
夜
勤
要
員
確
保

の

た
め

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
圧

倒
的
に
女
性
が
多
く

、
産
体
や
育

体
な
ど
か
ら

の
復
帰
後

の
賃
金

も

上
が
り
に
く
い
」

「
国
家
公
務
員

の
看
護
職
員

に

適

用

さ

れ

る

『
医

療

職

俸

給

表

（
三
）
』
は
民
間
病
院

の
看
護
師

の
賃
金

で
も
参
考

に
さ
れ

て
い
ま

す
。
た
だ

、
役
職
な
ど

の
ポ

ス
ト

が
少
な
い
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
多

く
が
新
人
と
同
じ
等
級

で
評
価
さ

れ
、
伸
び
は
ゆ
る
や
か

で
す
。
長

い
間
改
善
し

な
い
男
女
の
賃
金
格

差

の
影
響
も
色
濃
く
、
こ
う
し
た

構
造

の
ま
ま

で
は
根
本
的

に
改
善

し
ま
せ
ん
」

―
―
仕
事

が
正
当

に
評
価
さ
れ

て
い
な
い
例

と
し

て
は
、
ど
ん
な

も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

南
裕

子
さ
ん

（
塾
世
話
人
代
表

・
神
戸
市
看
護
大
学
学
長
）
「新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
業
務
の

手
当
は
そ
の

一
つ
で
す
。
看
護
師

は
打
ち
手
と
な
り
、
接
種
さ
れ
た

人
の
体
調
に
異
変
が
な
い
か
観
察

す
る
業
務
を
担
う
こ
と
も
多

い
。

し
か
し
、
看
護
師

を
時
間
外
や
体

日
に
集
団
接
種
会
場

へ
派
遣
す
る

場
合
、
医
療
機
関
が
受
け
取
る
国

の
支
援
額

は
１
人

１
時
間
あ
た
り

２
７
６
０
円
。
医
師

（
７
５
５
０

円
）
の
約
３
分
の
１
で
す
」

井
上
さ
ん

「
針
を
刺
す
と
き
な

ど

、
接
種
を
受
け
る
人

の
体
調

の

異
変
に
気
づ

け
る
か
ど
う
か
は

、

看
護
師
も
医
師
同
様
に
責
任
と
リ

ス
ク
を
負

っ
て
い
ま
す
」

南
さ
ん

「
チ
ー
ム
医
療

な
の
で

看
護
師

だ
け
が
全

て
を
担
う
わ

け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
看
護
職
が

軽
い
地
位
だ
と
み
ら
′れ

て
い
る

な

ら
と

て
も
残
念

で
す
」

―

診
療

サ
ー
ビ

ス
の
対
価

と

し

て
医

療

機

関

に
支

払

わ

れ

る

「
診
療
報
酬
」

の
仕
組

み
に
も
課

題
が

あ
り
ま
す
。

川
嶋
さ
ん

「
看
護
料
は
入
院
基

本
料

に
含
ま
れ
、
患
者

の
人
数

に

対
し

て
看
護
師
を
何
人
配
置
し

て

い
る
か
と
い
う

『
頭
数
』

で
報
酬

が
増
減

し
、
配
置
さ
れ
る
看
護
師

が

ベ
テ
ラ

ン
で
も
新
人

で
も

、
経

営
側
が
受
け
取
る
報
酬
水
準

は
基

本
的
に
同
じ
。
経
営
側
は
ベ
テ
ラ

ン
を
手
厚
く
処
遇
す
る
の
が
難
し

い
の
で
す
」
　

　

　

　

・

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
２
年

、

月
の
母

の
命
日
に
墓
参
り

で

て
い
な
い
。
母
は
岡
山

で
女

人
と
男
５
人
を
産
み
、
育

て
エ

私

に
は
姉
２
人

に
見

１
人
、

１
人

、
弟
４
人
が

い
る
。

十
数

年
前
に
認
知
症
を
串

た

一
人
暮
ら
し

の
母

を
支
タ

た
め
、
き

ょ
う
だ

い
交
代

´

護
し
た
時
期
が
あ
う

た
。

燎

番
の
と
き
は
４
日
間

、
実
蒙

母
と
過

ご
し
た
。

そ
の
時

に

一
冊

の
日
記
幅

手
渡
さ
れ
た
。
思
春
期

の
姑

兄

の
教
育

へ
の
苦
悩
や
子
デ

さ
ん
ゆ
え
の
悩
み
が

つ
づ
（

て
い
た
。

そ

の
当
時
、
私
は
小
学
″

母

の
心

を
和
ま
せ

て
い
た
レ

だ
。
小
遣
い
を
た
め

て
母

（

オ ンライ ン取 材 に応 じた看護 未来塾 のメ ンバ ー =昨年 12月

コロナ接種派遣、支援額は医師の始 目頭数で報酬、技術にも目を

森
山
美
知

子
さ
ん

（広
島
大
学

大
学
院
教
授

）

「
医
師

の
診
療
補

助
以
外

の
部
分
、
呼
吸
や
食
事
、

排
泄

、
体

を
清
潔
に
保

つ
と

い

っ

た
全
身
管
理
な
ど
、
患
者
が
支
障

な
く
療
養
す
る
た
め
の
ケ
ア
の
熟

練
技
術
が
診
療
報
酬

で
は
十
分
に

評

価
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
多
く

の

合
併
症
は
看
護
ケ

ア
で
防
ぐ

こ
と

が
可
能

で
す
。
検
査
や
薬
な
ど
個

々
の
治
療
行
為

で
は
な
く
、
医
療

チ
ー
ム
が
患
者

の
健
康
の
結
果
に

貢
献

で
き

て
い
る
の
か
を
包
括
的

に
評
価
す
る
世
界
的
な
潮
流
に
合

わ
せ
る
た
め
に
も

、
診
療
報
酬

の

仕
組
み
も
変
え
る

こ
と
が
求
め
ら

れ

て
い
ま
す
」

「
ま
た
、
診
療
報
酬
を
引
き
上

げ
れ
ば
患
者

が
医
療
機
関

で
支
払

う
窓
口
負
担
も
増
え
ま
す
。
高
齢

化

の
な
か

で
医
療
費
の
伸
び
は
抑

制

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、
人
件
費

の

一
定
額

に
税
金
を
投
入
す

る
な

ど

、
患
者
自
身

の
負
担
増

に

つ
な

が
ら
な
い
改
革
が
必
要

で
す

」

（聞
き
手

・
滝
沢
卓
）

過去 1万件のレシピ検索はこち
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